
【地区概要】
・取組面積 78.31ha

（田76.71ha、畑1.6ha）
・資源量 水路19km、農道8km、ため池8箇所
・主な構成員 農業者、非農業者、

自治会、農業組合、老人会等
・交付金 約３百万円（H29）

伊香立水と緑の保全会（滋賀県大津市）

中山間地域における３集落連携による地域の活性化

農地維持支払
資源向上支払（共同）

いかだち おおつし

〇 本地域は、滋賀県大津市の北部に位置し、中山間地域の３集落（伊香立生津町、伊香立向在地
町及び伊香立上在地町）を取り囲むように急傾斜の耕地が存在。用水は谷川からの簡易な井堰に
よる取水のみで、用水路も末端では未整備であるなど不利な耕作条件であったことから、県営ほ
場整備事業（平成元年度～平成13年度）を実施。

〇 優良農地の適切な保全管理を地域ぐるみの共同活動として実施するため、中山間地域等直接支
払制度（平成13年度～）と農地・水・環境保全向上対策（平成19年度～）に取り組む。

〇 これらの共同活動を通じて、地域住民や集落間の“結い”や“協働力“が向上し、伊香立学区
自治連合会（本地域を含む10集落で構成）による広域的な地域活性化の取組へと発展。

○ 本地域は急傾斜の農地が多く、用水量も不
足し、農道の幅員も狭小なことから、大型機
械の導入が困難

○ 同一水系の３集落を対象とした県営ほ場整
備事業（H元～H13）により、水源が確保され、
生産性の高い近代化農業の基盤が整い、担
い手組織として各集落に営農組合を設立

○ H13から中山間地域等直接支払制度に取
り組み、農業機械の購入や農作業の共同化
を推進したが、施設の補修や地域の“結い”を
強化するため、更なる共同活動に取り組む必
要

活動開始前の状況や課題

○ 基礎活動（草刈り、清掃等）や施設の補修
等については、基本的に多面支払を充当

○ 中山間直払は農業機械の買い換えや林地
沿いの草刈りや枝払いに充当

○ イノシシ、シカ及びサル等の獣害防護柵に
ついて、既存の電気柵からネットフェンスに置
き換え

○ 農村環境保全活動は、濁水管理の水質モ
ニタリング調査（老人会）、ホタルの生息環境
整備と観察会（地域内外から40～50人程度参
加）等を実施

取組内容

○ 中山間直接支払と多面支払等を組み合わ
せ、きめ細やかに保全管理を続けた結果、優
良農地が適切に維持されることにより、営農
組合の経営安定化が図られた

○ ほ場整備実施後、ほとんどいなくなったホタ
ルが、草刈りの工夫など生息環境に配慮した
結果、ホタル観察会を行えるまでに生息数が
増加

○ 各集落が多面支払等の取り組みを通じて
共同活動に対する意識が向上。他の集落と
協力して「日曜朝市」を開催するなど、更なる
地域活性化の取組を展開

取組の効果

国道沿いで開催している日曜朝市
ほ場整備実施後の地域

毎年恒例の地域交流イベントとなったホタル観察会



【地区概要】
・取組面積 120.46ha

（田117.12ha、畑3.34ha）
・資源量 水路22km、農道11km
・主な構成員 農業者、非農業者、

自治会、営農組合、子供会等
・交付金 約５百万円（H29）

伊庭町環境保全の会（滋賀県東近江市）

水郷の水辺環境の保全の取組と地域の発展

農地維持支払
資源向上支払（共同）

いばちょう ひがしおうみし

〇 本地域は、滋賀県の中心に位置し、琵琶湖に直結している伊庭内湖に隣接する水田地帯であり、
伊庭町（集落）は、瓜生川の流域に形成された湖東平野に残る水郷集落の一つである。

〇 農業者の高齢化や担い手不足、農業収益の低迷等が進行する中、自然や文化等を良好な状態で
次世代に引き継ぐため、平成19年度から伊庭町の全組織が加入し、農地・水・環境保全向上対策
（「伊庭町環境保全の会」）に取り組む。また、地域環境の保全活動を行う「伊庭水郷美化保全
会（H15設立）」、「伊庭の里湖づくり協議会（H21設立）」とも連携しながら、地域の水辺環境
の保全に集落の住民が力を合わせて取組を実施。

〇 きめ細やかな活動の継続により、水辺環境や景観が格段に向上し、文化庁の「日本遺産」に認
定されるなど、その取り組みが評価され、誇りを持てる地域に発展。

○ 琵琶湖の伊庭内湖に接する伊庭集落は、
水路が集落内を縦横に巡り、内湖での漁労や
水田への往復に舟が日常的に利用されてい
た時代を彷彿とさせる地域であるが、自治会
での最小限の環境保全活動しか行われてい
なかった

○ 集落では少子高齢化が進行し、農家収入
も減少する中、誰が田んぼを維持し、耕作放
棄を食い止めるのか、地域のみんなが危機
感を抱いていた中、伊庭町の全組織が加入し、
農地・水の取組を開始

活動開始前の状況や課題

【多面的機能支払交付金による環境保全】
○ 生態系保全活動

水田魚道の設置（26箇所）、生物生息環境
向上施設の設置（７箇所）

○ 水質保全活動
水守当番、水質調査、木炭浄化水路の設
置（265m）

○ 景観形成
園児と一緒にコスモス園の整備、小学生
による生き物調査

取組内容

○ 本交付金での活動と併せて、「伊庭水郷美
化保存会」と「伊庭の里湖づくり協議会」が地
域の水辺環境保全活動を続けた結果、県の
「近江水の宝」に選定（H21）、市の「景観形成
重点地区」に指定（H26）、文化庁の「日本遺
産」に認定（H27）されるなど、誇りを持てる地
域へと発展

○ 農地と農業用施設を適切に保全してきた中、
取組農地の隣接地でほ場整備事業が実施さ
れ、それを契機に地域に３つの農業生産法人
が設立。地域農業の維持・発展に取り組む

取組の効果

伊庭集落内 伊庭町の全景

木炭浄化水路

コスモス園の整備

生息環境向上施設



〇 本地域（東近江市栗見出在家町）では、地域に元気を取り戻すため、平成18年度から県が推進する
「魚のゆりかご水田プロジェクト」と「農地・水・環境保全向上対策（平成18年度はモデル事業）」
を活用し、集落全体が一致団結して取組。

〇 集落の人だけで活動してもマンネリ化するため、水田オーナー制度を導入し、魚のゆりかご水田米
を積極的にＰＲするとともに、田植え体験、生き物観察会、稲刈り体験等のイベントを開催。

〇 さらに、魚のゆりかご水田米の米粉や地元食材を使った料理講習会の開催や学校給食等を通じた食
育、県外中学生の教育旅行の受け入れ、地元酒造メーカーと連携した酒米と日本酒造り等の地域活性
化を図る様々な活動を展開。

○ 集落全体が一致団結し、魚のゆりかご水田
を中心とした様々な活動を多面的機能支払交
付金を活用しながら取り組んだ結果、地域が
次のように変わった

○ 集落内外から参加者を募り、集落全体で取
り組めるイベントができたため、地域が活性化。
また、地域外の水田オーナーや活動参加者、
企業等と交流・人脈が拡大

○ 取組前は対外的にアピールできるものがな
かったが、良品質の「魚のゆりかご水田米」や
独自の酒米を栽培し、地元酒造メーカーと
造った日本酒など、集落の特産品を創出

○ S40年代からの琵琶湖総合開発により湖面
の水位が下がり、同時期に実施された基盤整
備により水田と排水路の段差が出現。琵琶湖
のフナやナマズ等が田んぼへ自由に出入り
することができなくなった

○ 滋賀県では、かつてのように琵琶湖と水田
を湖魚が行き来でき、産卵・生育できる水田
環境を取り戻す「魚のゆりかご水田プロジェク
ト」をH13から推進

○ 集落に元気を取り戻すため、集落全体が一
致団結し、「魚のゆりかご水田」と「農地・水・
環境保全向上対策」に取り組んだ

【魚のゆりかご水田を中心とした活動の展開】

○ 減農薬・減化学肥料等の環境にこだわり、
県が認証する「魚のゆりかご水田米」の栽培
を集落ぐるみで実施（H29：30ha）し、良品質の
米生産を実践

○ 集落全戸に呼びかけ、春に水田魚道を設
置【多面支払の活動】

○ H23から水田オーナー制度を導入（１区画
100㎡/３万円）する等消費者と積極的に交流

○ 魚のゆりかご水田での「田植え体験」、「生
き物観察会」、「稲刈り体験」をイベント化（水
田オーナーは参加費無料）【多面支払の活
動】

※H28、H29の観察会参加者は200人以上

○ コミュニティセンターと連携し、魚のゆりかご
水田米の米粉や地元食材を使った料理講習
会を毎年実施

○ H26から魚のゆりかご水田の取り組み時期
に合わせて教育旅行の受入れを実施（これま
で千葉県と神奈川県の中学生を受け入れ）

魚のゆりかご水田協議会（滋賀県東近江市）

活動開始前の状況や課題 取組内容 取組の効果

【地区概要】
・取組面積 64.36ha

（田60.17ha、畑4.19ha ）
・資源量 水路13km、農道4km
・主な構成員 農業者、非農業者、

自治会、農事組合法人等
・交付金 約５百万円（H29）

環境教育・６次産業化を通じた地域活性化の取組
ひがしおうみし

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

ほ場整備後の段差 生き物観察会集落総出で魚道を設置



【地区概要】
・取組面積 59ha （田 56ha ,  畑 ３ha）

・対象施設
開水路 7.0km、パイプライン 4.0km、
農道 5.0km

・主な構成員
農業者、非農業者、営農組合、自治会、
女性会、子供会、土地改良区、その他

・交付金 約２百万円（H29）

○ 多面的機能支払交付金の活動組織と集落営農の組織とが連携し、施設の保全管理、濁水防
止・節水管理、景観保全等の活動を効率的に実施。また、これら活動により良好に保全されてい
る農村環境を活用して、農産物のブランド化を推進。

○ また、水田魚道の設置等の農村環境保全活動については、ＮＰＯと連携して実施。これにより、
活動組織にとっては、農家だけでは思いつかない知恵が得られるほか、ＮＰＯから情報発信が行
われるため、非常に効果的。

○ 地域において、「自らの手で資源を保全する」という意識が強まったことが最大の効果。

ＮＰＯと連携し水田魚道を設置 環境こだわり酒米の栽培

・湖上の飛地「権座」の農地では、田船を利用した稲作や水田魚道設置、景観保全活動、さらには良好に保全され
ている農村景観を活かした農産物のブランド化に取り組む。

・地域資源を保全する共同活動と集落営農等の環境こだわり農産物の栽培が相乗効果を発揮し、地域が活性化。

琵琶湖

白王町鳰の会

権座（ごんざ）

主な取組

環境学習の実施景観形成活動

白王町鳰の会（滋賀県近江八幡市）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

集落営農やNPOと連携した水田地帯における取組

おうみはちまんししらおうちょうにおのかい



【地区概要】
・取組面積 869.79ha

（田765.9ha、畑62.49ha、草地41.4ha）
・資源量 水路113.8km、農道61.2km
・主な構成員 農業者、非農業者、

農事組合法人、子供会等
・交付金 約28百万円（H29）

大中環境保全の会（滋賀県近江八幡市・東近江市）

土地改良区が事務局となり行政界が異なる３集落で共同活動を展開

農地維持支払
資源向上支払（共同）

だいなか

〇 昭和30～40年代の干拓により造成され、旧３市町（現在は２市）に分界された３集落が、
干拓地域内の農業用施設を管理する土地改良区が事務局となることで、平成18年度のモ
デル事業から「農地・水・環境保全向上対策」に取り組み、共同活動を開始。

〇 土地改良区が事務局となって各集落との総合調整を行ったことで、本交付金を活用した
農業用施設の効率的な維持管理や補修等が行われるようになり、さらに、各集落の自治
会と連携した活動も活発化。

○ 昭和30～40年代の干拓により造成され、旧
３市町に分界された３集落の自治会と営農組
合等がそれぞれ個別に活動

○ 末端農業関連施設の老朽化、高齢化によ
る離農、担い手不足等に対応するため、３集
落が協力して営農及び地域の課題に取り組
む必要性が高まる

○ ３集落の唯一の共同組織である土地改良
区が事務局となり、農地・水・環境保全向上対
策の取組を開始

活動開始前の状況や課題

大中の湖地区 位置図

○ 水田からの排水（濁水）管理と水質モニタリ
ングの実施【県の必須取組項目】

○ 土地改良区が試行し効果のあった排水路
に大量発生する藻草対策（防草シートによる
遮光）を共同活動として地域に普及（１セット
50mで資材費は約８万円）

○ 地域の保育園と連携し、①景観形成のため
のヒマワリの植栽（全長約300m）、②野菜づく
り体験、③生き物調査を実施

取組内容

防草シートによる排水路の遮光

○ 取組開始時から継続して水田からの排水
（濁水）管理に取り組み、濁度等をモニタリン
グした結果、着実に濁度が低下し、水田排水
の水質改善がなされた

○ 従来、土地改良区が行っていた異常気象
時の見回りと非かんがい期の防火用水として
の通水操作を各集落に分担したことにより、
施設異常の早期発見や災害等への対応体制
が整い、地域住民の防災意識が向上

○ 防草シートで遮光した排水路では、藻草類
がほとんど発生しなくなり、重労働の除去作
業から解放
⇒ 受益地全体で、毎年２tダンプ10台程度

の処分作業が大幅に軽減

○ 共同活動に取り組む前よりも、各集落の自
治会活動や３集落の交流が活発化し、地域の
雰囲気と様々な共同活動に対する協力意識
が向上

取組の効果

おうみはちまんし ひがしおうみし



○ 本地区は、滋賀県南部の琵琶湖沿岸で地形的特性から水の流れが停滞しやすく、水質の悪化が危
惧されている赤野井湾に隣接している。

○ 水田から流出した農業排水は、排水路を経て幹線排水路である浄化型水路に流入し、浄化池から循
環ポンプで再び農業用水として利用することにより、琵琶湖への農業排水からの負荷を削減している。

○ 浄化型水路には、水質の浄化と景観に配慮した植物を植えている。また、子供を含む多くの地域住
民が参加するウォーキングを開催し、浄化型水路から浄化池までの区間を歩きながら、水生植物・生
き物の観察や施設の果たす役割を紹介。

このはま

木浜の資源環境を守る会（滋賀県守山市）

水田からの濁水流出抑制 循環かんがい施設 地域住民への啓発

【地区概要】
・取組面積 141ha（田137ha、畑４ha）

・資源量
開水路 22.0km、農道 15.2km
パイプライン 2.0km

・主な構成員
農業者、自治会ほか６団体

・交付金 約12百万円（H29）

適正な水管理に必要な循環ポンプ操作
は、重要な作業。

排水は浄化型水路に流入し、浄化池から
循環ポンプでくみ上げ再び農業用水として利用。

地域住民が参加するウォーキングを行い、
循環かんがい施設が果たす役割などにつ
いて説明。154名が参加。

南部浄化池
循環ポンプ

浄化型水路

地域全体で各筆の排水口に止水板を設置
し、濁水の流出を抑制。約280箇所設置。

琵琶湖沿岸における水質の浄化、循環かんがいの取組

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

もりやまし




